
国際協力イニシアティブ（経緯）

□政府開発援助（ＯＤＡ）における課題

○貧困、感染症、災害、平和構築、エネルギー、環境等の地球的規模の課題への対応
○我が国ＯＤＡにおける量から質への転換
○良好な外交関係構築のためのＯＤＡの戦略的な実施

□我が国の教育における課題

○教育全般を通じた国際化・グローバル化への対応
○アジア地域を中心とした高等教育需要への対応
○国際開発協力への参画を通じた我が国の教育改善・大学改革

国際教育協力懇談会報告

 

2006
大学発 知のODA ~知的国際貢献に向けて~

課題に対応するための知的国際貢献の必要性

 

/ 我が国ODAにおける大学が有する「知」の活用

『国際協力イニシアティブ』の実施

１

（２）教員及び学生の実践的な活動により、開発途上国支援に携わる人材や、将来
JICAのプロジェクトに参画できる人材の発掘・養成

（１）大学の社会貢献活動として、相手国からの要請主義で大規模プロジェクト

 

中
心のJICAでは実施できないような開発途上国支援に、組織的に参加

□目的



国際協力イニシアティブ（体制）
－『国際協力イニシアティブ』委託事業と二つの支援事業－

国際協力関係者（援助機関、大学、NGO、途上国政府等）による成果の活用
－国際協力の質の向上、国際貢献－
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A.『国際協力イニシアティブ』委託事業

国際協力に活用可能な教材・教授法・カリキュラム等の作成

成果物の集約

業務支援

情
報
提
供

青年海外協力隊等
派遣教員の活動支援

知的支援ネットワーク
の構築

教育協力モデルの
形成

アーカイブの整備・管理
『ライブラリ』への
成果物の蓄積
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B.国際開発協力サポートセンタープロジェクト業務支援
国際協力イニシアティブの実施についての業務支援、関連情報の発信

・報告会
・シンポジウム
・フェスティバル
・メーリングリスト

２

我が国の大学教員等がこれまでの教育・研究の中で得た専門知識や経験をまとめて、開発途上国の現場で国際協

 
力に携わる人々に役立つ教材等を作成することで、開発途上国が直面する貧困、災害、環境などの課題への対応に

 
貢献する。また、こうした取組を通じて、大学における国際協力活動の企画・実施を担当する人材の発掘・育成に努め

 
るとともに、学生を参加させることで、学生に国際的な視野を身に付けさせるなど、より多くの日本の大学が国際協力

 
分野に参画することを支援する。
□期待される成果

□事業概要

□実施体制 成果の普及



国際協力イニシアティブ（概要１）
－『国際協力イニシアティブ』委託事業の活動分野－

１．教育研究成果の活用

３

A．『国際協力イニシアティブ』委託事業（1２1百万円）

(２)青年海外協力隊等派

 
遣教員の活動支援

２．成果物の公開

(４)アーカイブの整備・管理

(３)知的支援ネットワークの

 
形成

(1)教育協力モデルの形成

活動内容は(1)と同じ。青年海外協力隊・日系社会青年ボランティア・シニア海外ボラン

 
ティアとして開発途上国に派遣される教員が、派遣前や派遣中、また帰国後に現地での

 
経験を活かして活動する際に役立つ取組に特化したもの。

開発途上国の現場で国際協力に取り組む人達が活用できるように、大学などが、これ

 
まで取り組んできた教育・研究を通じて培った専門知識や経験をまとめ、現地の大学、Ｎ

 
ＧＯ等協力者と協働してカリキュラム、テキスト、マニュアル、教材などを作成する。作成

 
した成果物は現地で有効性を検証する。

研究分野別に、大学を中心とした協力の枠組みを形成することで、単独の組織では

 
充分に対応できない開発途上国からの協力要請にも効率的・効果的に対応できる体

 
制を整える。複数大学で連携して国際協力機構（JICA）の実施する研修の受け皿と成

 
るなど活動実績を積み、将来的には開発途上国からの協力要請の窓口となる。

国際協力関係者が活用できるように、上記(1)～(３)で作成した成果物や関連資料を公

 
開する専用ＨＰ「国際協力イニシアティブ『ライブラリ』」の管理運営。



□事業概要

B.国際開発協力サポートセンタープロジェクト業務支援（27百万円）

『国際協力イニシアティブ』の実施に係る管理運営業務

国際協力イニシアティブ（概要２）
－『国際協力イニシアティブ』委託事業を支える二つの事業の概要－

□活動内容

C.ＡＰＥＣ等国際的なネットワークにおける教育協力に関する調査研究（6百万円）

個別事業の1年間の活動成果を発表する「国内報告会」の開催（年２回）

文部科学省において、今後の国際協力の進め方の検討にあたり必要となる情報の収

 
集・整理

文部科学省において、国際協力の進め方の検討にあたり必要となる国内大学の国際協
力活動に関する情報の収集・整理

事業紹介用パンフレットの作成、国際協力関係団体が実施するイベントへの出展、
メーリングリスト等の活用を通じた事業及び事業成果の広報

国内報告会の開催

教育協力戦略策定のた

 
めの情報の収集・整理

国際協力活動に関する

 
情報の収集・整理等

広報

□事業概要
APEC等の諸会議における我が国の情報の発信・意見表明を通じて教育協力を行うと共に、会議

 で得た情報を収集・分析
□活動内容

諸会議等への出席を通じた情報収集により、国際協力についてのニーズ等を収集・分

 
析するとともに、その情報を共有する。

アジア・太平洋地域動向

 
に関する情報提供

４



５


